
給 水 設 備

排 水 設 備

消 火 設 備

給 湯 設 備

ガ ス 設 備

特 殊 ガ ス 設 備

工 事 種 別

構 造 ・ 階 数

建 築 面 積

延 面 積

改 修 延 面 積 案内図・配置図等

給 水 設 備 そ の 他

排 水 設 備

消 火 設 備 工事内容

給 湯 設 備 ６号井戸（口径300φ×159m）の浚渫、集水誘導（薬品洗浄）、

ガ ス 設 備 水中ポンプ及び水位計取替、揚水試験等を行う。

換 気 設 備

空 気 調 和 設 備

特 殊 ガ ス 設 備

自 動 制 御 設 備

医 療 ガ ス 設 備

排 煙 設 備

昇 降 機 設 備

さ く 井 設 備 ●

工
　
事
　
概
　
要

○

令和7年度

-

-

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

年 度

工 事 名

完 成 期 限

工 事 場 所

○

6号井戸

愛知県名古屋市千種区不老町（名古屋大学東山団地構内）

建
物
概
要

屋
内
設
備
工
事

工
　
事
　
概
　
要

名古屋大学(東山)6号井戸整備工事

さく井工事

-

○

○

○

○

-

機　械　設　備　工　事　発　注　概　要　書

　・●印の付いたものが対象工事項目

別図による。

屋
外
設
備
工
事

棟名称

令和7年10月31日　（金曜日）



通し番号

(A3) 

工事名

(A1) 

図面番号

(A1: N.S)
(A3: N.S)

図面

名称 M - 001

図面番号 尺度（A1） 尺度（A3）図　　面　　名　　称

１

２

表紙・図面リスト

東海国立大学機構　名古屋大学

M - 001

M - 002

表紙・図面リスト

特記仕様・案内図・配置図・機器表・井戸断面図

N.S. N.S.

N.S. N.S.

課長 担当係長課長補佐

令和７年度杉本  森  森 石川

名古屋大学（東山）６号井戸整備工事

名古屋大学（東山）６号井戸整備工事



配置図　NO SCALE

井戸ピット
６号井戸断面図参照

６号井戸制御盤

研究所共同館Ⅱ　1階

６号井戸周辺配置図　S=1/100

井戸ピット
ＧＬ

スクリーン位置

二重ｹｰｼﾝｸﾞ

73.00M

89.00M

100.00M

115.00M

148.00M

109.00M

スクリーン位置

当初ｹｰｼﾝｸﾞ

75M

88M

101M

108M

116M

130M

132M

136M

140M

147M

9
2
.
00
M

ＧＬ

水中ケーブル取替

揚水管再取付(ﾌﾗﾝｼﾞ加工)

NS3型水位計公正(VP25内)

1
59
.
0
0
M

共
同
宿

泊
施
設

(A3) 

工事名

東海国立大学機構　名古屋大学
(A1) 

図面番号

(A1: N.S)
(A3: N.S)

図面

名称

令和７年度

体 育館

実験ｾﾐﾅｰ室 ゴ ミ置き 場

ﾎﾞｸｼﾝｸ
ﾞ部室

倉 庫
食堂倉 庫・控 室屋内 プール 棟

温室弓 道場 会館更衣室相撲 道場 南 部厚生南 部食堂ﾌﾟｰﾙ

ア メニテ ィハウ ス
武 道場

留学 生セン ター棟

野
　
　球排水 処理 室 　

　場

第
６

屋
外
運

動
場

第３屋外運動場倉庫

駐輪 場A情 報科学 研究科 校舎
教 育学部 本館

室
電

動
物

舎

国際開 発研究 科校舎

変
駐輪 場C

法学 部

屋
内

運
動
場

言語 文化部 棟 全学 教育棟

科
学

セ
ン

タ
ー

総
合

保
健

実験 室

第二
多目

的棟

動物 飼育心 理 法学 部校舎ﾎﾟﾝﾌﾟ室
総合

運動
場

保
育

園

ど
ん

ぐ
り

共
同

利
用

施
設

消火
多目

的棟総合
運動

場

練
習場

研
究
棟

法 ・経本 館・共 用館
ゴルフ望

遠
鏡

室
Ｃ

全 学教育 棟Ａ館

複
合
棟

本 館 文系総 合館 宇
宙
線

総
合
運
動
場

文学部

バ
レーボ

ールコ
ート

駐輪場

通 宿舎 棟管理 棟
レ シ゛テ ゛ン ス谷 レ ジデン ス

ツ

総
合
運
動
場
便
所

管
理

棟

テニスコート

宿 舎

運
動

場

陸四文 学部本 館
　上外 国人
　競

　技
　場望遠鏡室Ｂ

宇宙線
経 済学部

変
電
室

保育所駐 車場

グラン ド
庫

守衛室
年代 測定総 合研究 センタ ー

テニス コート
庫 室 倉保育所験

ク゛ラント゛

車 外４号館 場
実

第三グ リーン ベルト

フ ゜ラサ ゛
屋動究本部 ２運研

宇
宙
線
望
遠
鏡
室
Ａ

広報 本部３ 号館
第

場 　 　　 　

障
が
い
者
施
設

砂
図　書 　館

Ｗ

第 二グリ ーンベル ト 課
外
活
動

施
設

1番出入口Ｗ
庫
倉

第 一グリ ーンベル ト
品
物

体
育
合

宿
所

練
習
室本 部２号 館

音
楽弓道場

事務室豊田講 堂前庭フ゜ール
本部１ 号館ﾌﾟ ｰﾙ

機械室 附属学校体育館校 舎

ﾌﾟｰﾙ
更衣室

短ﾐﾘ波望遠 鏡室
2番出入口 豊田講 堂

観測室

屋 外便所
短 ﾐﾘ波望遠鏡

ボ
イ
ラ
ー
室

シ ンポジ オン
場
て

工 学部G-COE実験 棟
名古 屋大学捨

ミ

附属学校体育館

（ 南棟）コ゛
駐輪場出入口 B 保管庫

ﾅｼｮﾅﾙｺﾝﾎﾟｼﾞｯﾄｾﾝﾀｰ
工 学部３ 号館

消火 ﾎﾟﾝﾌﾟ室運 動場 （中棟 ）格技場 （西棟 ）

研
究

ｾ
ﾝﾀ

ｰ
分

館
地

球
水

循
環

倉庫附属学校
3番出入口

工 学部２ 号館 環境学

確
立

支
援

セ
ン
タ
ー

次
世
代
複
合
材

技
術

駐輪場出入口A

理
学
部
Ａ
館

水槽
附属学校２号館

ﾎﾞﾝﾍﾞ
庫

（北棟 ） 館ATM
天然抽出 装置室

校舎 会
ＩＢ電 子情報 館

教育棟 地 球水循環 研究ｾﾝﾀｰ本
館

員化学科 職情報
自
転
車
置
場

中央棟 実験室 理 学部校 舎附属学校 研究 実験棟 （新１ 号館）

物理池 EV棟 南
超低温情 報連携 基盤ｾﾝﾀｰ

館　
　

３号館
中央操 作室 セ ンター 危険 物薬品庫

附属学校
ボ イラー室

保健 管理 実
験
室

危険物 薬品庫
棟

極
低
温

附属学校１ 号館 環
境
医

学
研
究

所

危 険物貯 蔵所
験

工 学部７ 号館Ｂ 棟
実験室実

特別科
学 野依記念学術交流館Ｂ 館 飼育室

本
館

動物
池

ラ ボラト リー棟

給
水
ﾎﾟﾝﾌ ﾟ室

械
ＳＰＦ

機
特別実験 棟

ビジネ ス
ケ

駐
輪
場
12

航 空機械実 験棟
ﾎﾟ ﾝﾌ

ﾟ室 ベ ンチャ ー 理学部 駐輪場 A～ D

鏡 ﾌｧｲﾄﾄﾛﾝ

北
　

館実験室
工学 部７号 館Ａ棟

駐 輪場B

処
理
施
設

調 節
廃
液
焼
却

環境
水理実 験棟

理学 部Ｅ館
動
物
実
験

施
設

測定室

危険物 倉庫
天然 放射 能

・素 粒子宇宙 起源研 究機構

総合研 究棟(理農 学系)南棟

拠点施 設 Ｃ館
拠点施設

総合 研究棟 (工 学系)

ﾓﾋﾞﾘﾃｨｲ
ﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

ｺﾝﾌﾟﾚｯｸ
ｽ

舎
施設宿

RI実 験施設

創薬 科学研究教 育

町
廃液処理

共同溝川
駐車場

装置 室北部厚 生会 館
教育 訓練棟

幸
ｲﾝｷｭﾍﾞｰ

ｼｮﾝ施 設
実験実 習工場

キャヒ ゛ネッ ト

高温発 生 総合ｾﾝﾀｰ理学 部Ｄ館
検収 セン ター 自 然光ク ロー ズ

駐輪 場
駐輪場 1

ｱｲｿﾄｰﾌﾟ極 超高圧 理 学部Ｄ 館
収納 庫

5 飼育 室
8 室蚕室9 室Ｆ館 室4

排 水設備
6 温温7

アイソト ープセン ター

駐輪場
温拠点 施設 生命分 子研究 所

103減 災連携 研究

農学 部ガラ ス温室1～3

ﾄﾗﾝｽﾌｫｰ
ﾏﾃｨﾌﾞ

11 ﾎﾞｲﾗｰ室
農 具舎

駐輪場 2工学 部５号 館
理学館 工学部６号館

学生 会館 危険物倉庫 1～3

貯水池
館 飼 育舎

H=33.98 鶏舎
Ｇ 動 物飼育 室

ｳｽﾞﾗ

RC造地 上8階地下 1階 建

研 究ｾﾝﾀｰ棟
実 験部 系統 保存棟

学
環境総合館

生物分 子応答

特別実験棟

物質科学研究館理 新 実験鶏 舎
強放射能

総合研究棟(理農学系 )北棟 解剖資 材室
変電設備

野依記念棟 実験 鶏舎
車 庫

備 飼育 室

設

第
一

文
化
サ

ー
ク
ル

棟

水給

家畜飼 育室
動物 飼育室

工学部９ 号館
東 棟
工学部 ９号館

原子核第一特別実験棟

槽 食 堂水 農学 部５号 館

受 第１ 理科系
農学部 講義棟

セン ター
食 堂槽

水 共同研究
農学部 管理棟

受 　 　第２ 理科系
先端 技術 工 学部８号 館

実 験棟 ｸﾞﾘｰﾝｻﾛﾝ東山顕 微地盤工 学
書類倉 庫

機械室
鏡 収納 室室超駐車場

高圧電 木 工子
水文実験室

室 子
作物資 材室

工学部８ 号館

鏡電装 置室 ガラス温室

微圧
高温 発生

遊水 池
顕高 理学部超高 圧

農学部 西研究 棟

超

農学部東研究棟

卓球室
エネル ギー センタ ー

駐 車場
本部別 館

肥料資材室

保存棟
プレハブ 実験棟

木工作業所植物 ﾁｬﾝﾊﾞｰ室
駐車場

E V棟
2

市大病院

市大病院前

高辻

桜山

八事

御器所
空港線 八事日赤中京大学

地下鉄鶴舞線

南山大学 山手通

鶴舞 山手通１

名古屋工業大学 地下鉄桜通線

名古屋大学鶴舞団地
四谷通 名古屋大学東山団地

名古屋市千種区不老町
地下鉄東山線 四谷通３

 本工事位置本山
今池ＪＲ中央線

Ｎ

機 器 仕 様

水中ポンプ 型　式：深井戸用水中モーターポンプ（ＳＵＳ） １

（既設） 能　力：100φ×750L/min×90m×18.5kw

電　源：3φ-200V（ｽﾀｰﾃﾞﾙﾀ始動）

付属品：水中ケーブル（ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ絶縁ﾋﾞﾆﾙｷｬﾌﾞﾀｲﾔｺｰﾄﾞ

　　　　EVCTF 22□-3C）　95m×2本

機 器 表

機 器 名 称 台数 備　考

案内図・配置図・機器表・井戸断面図名古屋大学（東山）６号井戸整備工事

　　　に段階揚水試験、連続揚水試験及び水位回復試験を実施する。

　　①揚水能力を測定するため、工事着工前に段階揚水試験を実施し、工事完了後

　　②揚水量の測定方法は、ＪＩＳＢ８３０２（ポンプ吐出し量測定方法）により

　　③揚水試験に関する詳細は、標準仕様書（さく井設備工事　2.2.1揚水試験）に

　　　準じて行うものとし、試験結果報告書を提出する。

　　　測定し、静水位、動水位、水温等も測定する。

（４）揚水試験

（３）水位計測装置取替

　　既設水位測定装置を撤去後、新たに水位測定装置を設置すること。

　　①水位表示装置（デジタル表示）、水位ケーブル取替

　　②水位受信部装置には外部出力（4～20mA)装置を有すること。

　　③水位計保護管（VP25）取替

（パッキン類、ボルト類は取換え）

　揚水量 ： 500L/min　　揚程 ： 80ｍ

③揚水管はケレン（素地調整）清掃後、再使用すること。

　　①既設水中ポンプは引上げ後、廃棄処分とする。

６号井戸

（１）浚渫及び集水誘導（薬品洗浄）

【工事概要】

　　②洗浄薬品を井内に投入し、攪拌等により井内に沈着した固形物を溶解して集水

　　　誘導（湧水の増進）を行う。作業後はベーラーまたはエアリフトにて清水に入

　　　れ替わるまで井内から排出させる。

　　④洗浄後、水中カメラによりケーシング及びスクリーンの状態を確認し記録（提

　　　出時はデジタルデータとし、媒体はＤＶＤ等とする。）する。

　　③洗浄薬品は井戸・ろ過装置の機能維持、地下水の飲用及び環境に係わる影響を

　　　考慮し、適切な薬品（リン不使用）を選定のうえ、品質証明を提出する。

①ケーシング管のブラッシングと浚渫を十分に行う。

案内図　NO SCALE

（２）水中ポンプ更新

更新

②新たに水中ポンプを更新する仕様にについては下記機器表を参照し、同等の

性能を有するものとする。

　　④揚水試験後、有機燐濃度が1mg/L以下になったことを確認後、送水系統の切替を

行うこと。

（５）水質測定

　　　揚水試験完了後、水質分析（全リン）と水道法に基づく基準項目(原水40項目)

　　　の水質検査を実施する。水質検査に関する詳細は、標準仕様書（さく井設備

　　　工事　2.2.2水質試験）に準じて行うものとし、検査結果報告書を提出する。

水中ポンプ更新
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